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１１月１２日（火）に、ゆめりあを会場に３２名の参加を得て表題の研修会を開催しました。 
当日は、鮭川村地域おこし協力隊の稲葉星蘭氏と金山町集落支援員の齊藤珠樹氏・須賀歩夢氏より、日

頃の実践について御紹介いただきました。また、事例発表者と山形県教育局生涯教育・学習振興課社会教育
専門員木村征子氏がパネラーとなり、山形大学地域教育文化学部教授の安藤耕己氏からコーディネートいた
だき、「地域資源の掘り起こしと住民との協働による新たなコミュニティづくりを考える」をテーマにパネルディ
スカッションを行いました。 
今後の最上地区の社会教育事業や公民館運営の在り方や方向性について研修を深めました。 

 
 
 
カプセルトイ（村ガチャ）をきっかけに村内を訪れた方が、村内を周遊し、「村のひと」とつながって、偶然の

出会いを思い出にしてもらうことをねらいに、新しい旅のカタチに挑戦されています。村ガチャは、カプセルの
中に入っている「村のひと」が載ったチケットを持って会いに行くと特典をもらえるという仕組みです。 
成果としては、新しい観光のカタチを生み出し、リアルな鮭川村を体験できる仕組みができたことです。ま

た、村ガチャは県内各地に広がり、村ガチャを通した都市構想が広がっているとのことでした。 
今後も村ガチャで地域連携や情報交換を通して、地域ごとの資源や魅力を共有しながら地域を盛り上げて

いきたいとの抱負を語っていただきました。 
 

 

 

金山町では、「高齢化と少子化」「体を動かす機会の減少傾向」が課題となっています。そこで、「健康長寿
と運動・スポーツで元気で生き生きとした金山町」をキーワードに、高齢者と子どもに視点を当て、課題解決を
図るための活動を展開しています。高齢者には、健康づくりのための運動の機会の提供とコミュニケーション
の場の提供、子どもには、運動の機会の提供と運動（スポーツ）を通した健全育成を各テーマに設定し、ウォ
ーキングイベント、ノルディックウォーキング、ヨガ、介護予防事業、子どもを対象としたスポーツ教室、地域を
訪問しての交流などに取り組んでこられました。 
今後も、介護予防体操教室、モルック教室や各種イベントを通して、課題解決を図るための交流を充実させ

たいとの抱負も語っていただきました。 
 

 

 

  地域資源を受け継いでいくのは子ども達です。 
子ども達が体験を通して、地域の良さを知ることが 
大切です。現在は、地域の中に子どもと一緒に活 
動してくれる大人がいなくなっていることが課題で 
す。そのような活動を仕組むことが今、求められて 
いるとアドバイスをいただきました。 
 
 
 
様々な事情により地域の中には諸事業に参加することが難しい人もいます。関係者は、フットワークを軽く

し、事業に参加できない人たちに出向いていくことで、地域とつなぐことが必要となっています。 
また、コミュニティの再生には行政が横断で伴走支援を行いながら、地域住民と対話による合意形成を図っ

ていくことも大切であると御指導いただきました。 

 

最上地区市町村社会教育委員・公民館運営審議会委員合同研修会 
（兼）社会教育主事有資格者等研修会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回最上地区放課後子ども指導者等研修会 
 1０月３1 日（木）に新庄市山屋セミナーハウスを会場に上記研修会を開催しました。参加者は４つの内容

から選択した２つの研修に取り組みました。 

「運動遊びで能力アップ」ではリンクススポーツクラブの栗田伸一氏より様々な道具を自分なりに工夫して体

を動かす活動を、「放課後のお菓子作り」ではキッズキッチンインストラクターの和田和子氏よりりんご餅作

りを、「科学の力でものづくり」では最上広域市町村圏事務組合教育研究センター大又政男氏、柿崎大作氏、

髙橋和彦氏よりプラバン工作などを、「身につけておきたい救急救命」では最上広域市町村圏事務組合消防本

部の梁瀬裕生氏より救命措置を学びました。参加者からは、「子どもたちのアイデアを引き出して一緒に楽し

い遊びを考えてみたい。」すぐに実践できる有意義な研修の機会となりました。 

講座名（運動遊びで能力アップ） （放課後のお菓子作り）   （科学の力でものづくり）   （身につけておきたい救急救命） 

講師：栗田伸一氏       和田和子氏     大又政男氏、柿崎大作氏、髙橋和彦氏         梁瀬裕生氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 日

（日） 

最上地区青少年育成懇談会   （雪の里情報館） 

ＹＹボランティア交流会企画運営委員会 

（雪の里情報館） 

13日

（金） 

学校・家庭・地域の連携協働推進事業費補助金 

帳簿予備点検①          （大蔵村・最上町） 

16日

（月） 

学校・家庭・地域の連携協働推進事業費補助金 

帳簿予備点検②         （金山町・真室川町） 

18日

（水） 

学校・家庭・地域の連携協働推進事業費補助金 

帳簿予備点検③          （舟形町・新庄市） 

19日

（木） 

学校・家庭・地域の連携協働推進事業費補助金 

帳簿予備点検④          （鮭川村・戸沢村） 

 

最上地区自作視聴覚教材コンクール結果 

11月 28日（木）に最上地区自作視聴覚教材コンクー

ル審査会を行いました。結果は以下の通りです。受賞さ

れたみなさん、おめでとうございます。 

 

【優秀】 

○ ガラクタやま の ひこうきさん（絵本） 

  制作：たんぽぽくらぶ（代表：渡邉 水晶 さん） 

 

【入選】 

○ 本合海小１５０才おめでとう！！ 

（プレゼンテーション） 

制作：新庄市立本合海小学校 ５・６年 

 

○ 箕
み

作
つく

りと 山 男
やまおとこ

（佐藤義則著「羽前小国郷の 

とんと昔コ」より）（紙しばい） 

   制作：「とんと昔コ」の会 北條 町恵 さん 

 

○ 違法薬物の服用を防ぐために 

～麻薬探知犬について～（プレゼンテーション） 

   制作：新庄北高等学校１年 須田 ななみ さん 

 

○ 薬物依存症の克服（プレゼンテーション） 

   制作：新庄北高等学校 1年 淀川 初華 さん 

 

○ シンガポール研修旅行報告「罰金の国」と呼ばれて 

いるのはどうして？（映像教材） 

   制作：新庄東高等学校 2年 Aコース 

松坂 琴羽 さん  佐藤 りこ さん 

阿部 芙空 さん 


